
2･西77 1)カVC発達す るsub-jetの熱源は何か｡ TEJはチベ ットを熱源としてt̂ ると言

われ るが.例えば kOTESWARAM(1958).R且ITER(1961)0

3..弱いながらも,一応あると認めたTEJの強弱の周期は真に意味あるものか.何故TEJの

中心部であるインドではその周期が認められ夜V'のか｡

4. 西アフ リカの 700-500mb付近に発達する下層の東風vj:, IT(〕Zへ どのような影響

を及ぼ してい るのか0

5. 東アフ リカの降雨とTEJとの関係 を解明す る手がか Dを撞みたい.子午線方向の循頚 から

の説明以上の もの を得 るためVC.

V,ずれも気候要素の月平均値だけか らでは解明で 重なVl.例えば,毎 日のデー タから総観気候学

的なアプローチす る等が必賓VCなると思 うo

(注 ) 石渡 さんの要 旨は修士論文宴旨をそのまま転載 したものです. (編集委員会 )

下総台地 南束部におけ る

やつだの地形 と谷底土壌 との囲係について

本 沢 み ど り

1 はじめに

下総台地 を侵食す る谷は,大部分が水田 として利用され.やつだ (谷津田 )とも呼ばれてV,るO

こうした沖横地の土壌は一般VC,充分な生成期間を経 た成熟土壌 ではなく,母材の性質が. エ9直

接的vcあらわれているもの と思われ る.

この下総台地は第三系の砂岩,泥岩.成田層群の砂,お よびこれをおおう関東 ローム層からなる

比軟的単純均一な地質構造をもら,谷系の全部がこの地域内vcあって,地質構造の異 なる他地域か

らの物質流入がないので,谷底の土壌母材仇 台地構成層の二次堆積物のみVC由来す る.

この地域において.谷底土壌 が,母材の起源や侵食谷の地形 とどの上うな関係 vcあるかを.台地

☆昭和 46年度修士論文の一部を加筆修正 した0
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南東部を例 として検討 した｡

2 地域増額

調査地域は下総台地南東部で,融 If八街 - 成東 一 束金 一 山田を結んだ四角形の範囲である｡

台地面は南東に高 く,北西方向に緩やかに傾 き.台地の開析はかな9進んでVlる｡侵食谷は.流路

方向に上9,九十九里崖線に向かうものと,印藤沼VC流れるものの2群にわけられ る.

台地の構成層仇 先にも述べたとおD,第三系の砂岩,泥岩,成田層群の勧 下表吉 ･武蔵野 ･立

川の各 ローム層であり,調査地域でのローム層の全層庫は,6-4mである.

3 谷底土 壌

(1) 方法 と調査地点

谷の上流から1-2km毎に,ポー 7)ング 〔1-1.5m-ン ドポーラーに上る )と,表土の採集

を行 なったO谷の横断面に沿 って, 1点,谷幅の広い場合2- 3点で行なった.

表土につV}てVj:.二次火山灰の混入程度を知 るために,腐植含有量 ･燐酸吸収係数の分析測定 と.

粘土鉱物の鑑定 を行 なった｡

(2) 断 面 型

代表的 な断面型仇 Ap/G･Ap/Gl/G2, APE/G･Apg/Gl/G2, であるO 〔第 1図 )

層位分化は.一般に上流に行 く程不充分であD,断面の途 中に砂質の層をはさむものが多 く,運

搬堆積 したまでの状態で土壌化がすすんでhなLlことを示す断面 もみられ るO

イネの根の周囲vc斑紋が形成されてVlるところもあ9,また,地下水面が浅 く.一年中湛 水乱

湿田の状態を示 しているところが多いことなどから,グライ層の発達はかなb進んでいるものと思

われ る｡ しかし,土色は,7.5YR～10YRと褐色系の色調が多 く,青灰色のものは少h.

(3) 粘土鉱物

谷底物質中の粘土鉱物を知 るために,若干の点について,X線回折 と示差熱分析に上る鑑定を行

なった.その結果,全体に低結晶度の部分が多 く,風化はあまb進んでいなhこと,上流ではアロ

フェンが生成されているが,下流vc行 くに従い加水- ロイサイ トをふ くむ ことなどがわかった.火

山灰から生成され る粘土鉱物についてVj:,火山ガラス - アロフェン - カオ l)ン鉱物の系列が知

られてhる｡従 って,谷底には火山灰が混入 してかD,下流の方がやや風化が進んでいるとLnうこ

とがで きる｡

-76-



a b

Ap:作土

g:班紋

G:グ ライ層

D:ここでは砂質の層

c d

第 1 図

(4) 腐植含有率,燐酸吸収係数

ここでは.火山灰土壌の特徴をあらわすものとして しば しば使われる腐植含有量 と燐酸吸収係数

につV,ての分析実験 を行 ない,谷底への火山灰の混入の程度 を知 る資料 としたo

腐植含有率 仇 3.5-7.40/Oが多 く,平均は5.46%となってV}る｡火山灰土壌では10%以上

を示すことが多いとされ るのでそれに比べれば低いが,火山灰を混入 しなV,沖積性土壌 の場合, 3

%以下 となる例が多い ことに比べれば高いといえる.

燐酸吸収係数は, 1300-1600の間が多 く,平均は1520となったO一般に1500以

上では火山灰的性格が強hと考えられ,火山灰土壌では2000以上 となることも多t̂とV}われ て

vlる｡従っ七全体vc火山灰的性格がやや強 くあらわれてV,るとhえる｡

さらに,両者の値の上流から下流にかけての変化をみると,いずれ も下流に行 くVC従V,減少する

傾向がある｡ また,詳細vcみれば,谷系に上って分析値の表われ方,つせり火山灰の混入程度が異

なっている.すなわ ち,上流では腐植含有率,燐酸吸収係数 とも高 く,下流VC行 くにつれ次第に減

少する谷 と,上流から両者の値があせり高 くない谷,の2っにわけることがで きる. この ことは･
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谷底に母材 として供給される物質のうち火山灰起源のものが,谷系によって違っていることを示しているbH

4 地形 - 侵食谷 の形態

台地面の高度分布をみると,調査地域南東縁では85- 90m,北西縁では40m前後 とな9,

南東 に高 く,北西方向に緩 やかに傾斜する｡ また台地面Vj:平坦でqj:なく波状形である｡

侵食谷の谷底面から台地面までの比高を求めると.谷頭からすぐVC深 くなる谷 と,徐々に深 く在

ってV,くものがあることがわかる. ･また,侵食谷の谷壁斜面は傾斜に よって,急斜面 と緩斜面にわ

けられ,急斜面は200-350程度,緩斜面は100以下 となD,その中間を示すものは概 して少

vl｡緩斜面は上流に多 く,急 ･緩両斜面の谷頭付近での関係仇 4つの塾にわけられる｡ (第 2図)

谷頭からす ぐ深 くなる谷では,谷頭付近の緩斜面は短か く,緩斜面がほ とん どなV,場合 も参る.そ

れVC対 し,徐 々VC深 くなってい く谷は,緩斜面が谷頭付近で長 くのびてt̂る場合が多ho

a 書芸…書診

緩斜面急斜面

｣____∫

_ーノーー

第 2 図

こうした谷の形態は,谷の形成営力に関係するものと思われるO谷頭からす ぐ深 くなる谷は,令

頭付近で地下水が顔出 し,物栗が常vc谷か ら運 び出されてV,るもので,谷頭から徐 々に深 くなって

V,く谷は,主に地表水の集水に上る緩やかな侵食が行われてV,るもの と思われる.

5 ま と め

4で,谷を,谷底面 と台地面との高度差の状態から2つにわけた. この違いは,谷底の土壌母材
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の達L･1にも関係 して くるもの と思われ る.

両者の関係 を知 るためVC, 3-(4)で行 なった腐植含有率.燐酸吸収係数 と.その地点の谷底面か

ら台地面までの比高をまとめて.図 に してみ た (第 3図 ). この図から, エb明確vc全体の傾向が

つかめると思 う｡

すなわち,谷底面と台地面の高度差の変化が緩やかな谷は,上流では主VC地表水の集水VCよる面

的侵食が行われ る. この谷では,谷底面から台地面までの比高は小 さ くなD,火山灰の混入が容易

になるO

谷頭からす ぐに深 くなる谷は,谷頭からの地下水の湧出が激 しく,物質が常に谷の外に運び出さ

れている. このため,谷底面から台地面までの比高が大 きくなり,土壌母材の堆積は特vc上 流で薄

く,土壌層位分化 も遅れ,ま̀た.火山灰の混入率 も低 くなるO

以上から構成地質がほほ均一 とみなされる台地を侵食する谷の谷底面の土壌は母材からみて決 し

て一様ではなく,個々の谷の形成営力や,それVC密接に関係する母材の堆積状態VC上ってかなD多

様に区別され るとV,うことがで きるようである｡
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